「２０１０岩国行動」へのご参加を呼びかけます
全国の労働者・市民のみなさん。

アジア共同行動日本連絡会議は、「２０１０岩国行動」への参加を呼びかけます。

· 「米軍再編」反対のたたかいは続いている

「米軍再編の見直し」「日米地位協定や在日米軍のあり方の見直し」などを公約した鳩山前政権は、その公約を打ち捨て瓦解しました。辺野古新基地建設案に舞い戻っただけの「５・２８普天間日米共同声明」というとんでもない「置き土産」を残しただけに終わりました。そして、鳩山の後を受けた菅政権は、「５・２８共同声明を踏まえる」「日米同盟が基軸だ」などと、つまるところ四年前の米軍再編『日米ロードマップ』を踏襲することを宣言するばかりです。

　しかし、「米軍再編」に反対するたたかいは頑強に継続しています。何よりも、この計画が一様に米軍基地の拡大や新設を含む機能強化でしかなく、また自衛隊との一体化が急速に進められるものであるがゆえに、米軍基地や自衛隊基地を抱える地元の市民住民をはじめ、日本の戦争国家化を許さない人々のたたかいは止むことはないのです。

沖縄民衆八割強の声は圧倒的に「普天間基地の沖縄内移設反対・辺野古新基地反対」です。各地でのたたかいも粘り強くたたかわれているところです。

もはや２０１４年米軍再編完了のスケジュールは破たんし、米議会においてはグァム基地の強化・新設予算大幅減などの動きが公然化し、海兵隊部隊の沖縄駐留そのものにも公然と疑問の声が上がるなど、まさに米軍再編日米合意の根幹自体が揺らぎ始めるに至っています。

· 岩国はたたかっている

そのような中、基地の沖合拡張とそれを「受け皿」にした、厚木艦載機部隊移駐などの基地大強化が計画されている岩国においては、０６年３月の岩国住民投票以来たたかいが継続しさらに強力に発展しています。
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昨年岩国市民は、四件の岩国基地訴訟を開始しました。その裁判闘争はますます攻勢的に国や山口県などを追いつめる勢いです。厚木艦載機部隊移駐にともなう家族住宅を愛宕山に作るというプランに対しても愛宕山を守る会を先頭に、連続座り込み行動が開始されています。そしていま、愛宕山開発跡地に米軍住宅をはじめとして一群の米軍施設を新設する計画が明らかにされています。「球技場などの米兵用娯楽施設は市民も利用可能」などということが、住宅街のど真ん中に広大な米軍施設を新たに作るという問題の本質をいささかも変えるものでないことは明らかです。しかも、これらの建造費用はすべて日本政府が、私たちの血税を投入してまかなうというのです。
沖縄のたたかいに学び、各地の先進的なたたかいに学びながら、岩国市民はたたかいを強め、一層広げてゆこうとしています。「岩国については米軍再編計画の見直しはしない」という閣議決定がこの春なされているのですが、それをはね返すたたかいが続いているのです。

· 岩国基地大強化を許してはならない

計画通りに岩国基地大強化がなされるなら、岩国基地には既存の海兵隊航空部隊５４機に厚木艦載機部隊５９機、普天間空中給油機部隊１２機が密集します。米軍航空兵力規模において極東最大規模の基地となります。その狙いは、朝鮮半島と中国。何よりも朝鮮半島有事に際して空からの第一撃を加えるための攻撃基地へと大強化されることになります。加えて、滑走路の沖合移設によって新たにできた基地港湾施設は、「米軍の輸送拠点基地」へと進化しました。

このように新機能を充実させ、攻撃能力を極限にまで高める基地が岩国に出現しようとしていることに対し断固反対の声を高く上げ、岩国市民のたたかいを応援してたたかうべきときです。

· ２０１０岩国行動に集まろう
財政難を語り、消費税増税を口にしながら、米軍への思いやり予算をはじめ、軍事費については「聖域」化させている現政権を最大の怒りを込めて弾劾しなくてはなりません。そして、折からの韓国海軍艦「天安」沈没事件とそれを「『北』の仕業だ」とした李明博政権およびそれにいち早く同調した米政府と日本政府の共同したデッチ上げによって米・韓・日の軍事的協力体制は突出して強化されようとしています。東アジア地域での軍事的緊張はこの米韓日の軍事協力体制によって高められるばかりです。その核心部分に駐韓米軍の再編強化と在日（在沖）米軍の再編があることは明白です。

岩国・沖縄・神奈川など各地の米軍再編反対のたたかいと結びつき、アジア各地での反米軍闘争と結びつきながらアジアからの米軍総撤収へ向けて、たたかいをいっそう前進させましょう。愛宕山地域住民をはじめ岩国市民のたたかいを全国から応援しましょう。
「２０１０岩国行動」への参加を呼びかけます。

2010年9月

アジア共同行動日本連絡会議

http://www.awcjapan.org
連絡先／京都府宇治市広野町西裏９９番地１４　パールビル３Ｆ　自立労連　気付

２０１０岩国行動　全体プログラム

【１２月４日（土）】
１４時～　岩国市役所前集合　フィールドワーク（日本連、労働者実共催）

          愛宕山開発跡地視察と基地新滑走路付近視察（人数制限あり）の２コース（同時並行で行います）

１６時～  住民交流会（日本連、労働者実共催）

１８時～  ‘１０岩国・労働者反戦交流集会（労働者実主催）／諸独自企画の開催

【１２月５日（日）】

１０時～　「岩国のたたかいを応援しよう～岩国基地大強化を許さない！アジア米軍総撤収！岩国国際集会２０１０」（日本連主催）

１２時～   岩国基地正門へ向けたデモ行進
１３時過ぎ　終了
（会場はすべて岩国市民会館／フィールドワーク参加費５００円、諸企画の参加費は各主催団体による）
�





愛宕山「開発地見守りの集い」が始まった！


（８月２１日岩国／中国新聞ウェブサイト）
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